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由来の CTC を分離，濃縮し，その特性を評価することにより，CTC 分析を試みた。胃がん
（GC）および大腸がん（CRC）患者から得られた CTC の分離分析を行った。同一の患者から
得られた CTCとリンパ球との識別ならびに異なる癌種から得られた CTC での鑑別について検
討した。対象は，血液サンプルは，胃がんと診断された 3 人の患者と大腸がんと診断された 7
人の患者とし， CTC濃縮は，ClearCell®FXシステムを使用した。濃縮された CTCを蛍光抗





処理を施した。質量分析測定は，ナノスプレー源を備えた質量分析器（LTQ OrbiTRAP Velos 























がん CTC においてより高頻度であった。これは，癌細胞の特徴と考えられ，CTC メタボロー





アシル（FA）および GPL が検出されが，FA と GPL は胃がん CTC の中でも高レベルを示し
た。これは，胃がん細胞での FA と GPL のデノボ合成および伸長作用によると考えられた。
中でも，GPL 合成は，主に細胞膜およびエネルギー産生に必須であるため，癌増殖における
重要な因子であると考えられた。これらの結果は，CTC の代謝産物／脂質プロファイリング
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判  定  合  格 
 
上記３名の審査委員会委員全員が出席のうえ，平成 31 年 2 月 7 日の第 78 回広島大学研究
科発表会（医学）及び平成 31 年 2 月 8 日本委員会において最終試験を行い，主として次の試
問を行った。 
 
 １ 循環腫瘍細胞（CTC）の検出と捕捉法 
 ２ 循環腫瘍細胞（CTC）で得られた代謝性物質の細胞内の局在 
 ３ 循環腫瘍細胞（CTC）間でのヘテロ性とその意義 
 ４ 胃がんと大腸がんでの循環腫瘍細胞（CTC）の差異 
 ５ 循環腫瘍細胞（CTC）の代謝プロファイルの有用性と将来への展開 
 
これらに対して極めて適切な解答をなし，本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関係事
項に関する本人の学識について試験した結果，全員一致していずれも学位を授与するに必要な
学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
 
